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◇◇◇◇家庭で「うつらない」「うつさない」行動を心掛けましょう◇◇◇◇ 

 

 

 

        今月は発疹の症状がある時の、園での対応について掲載します。参考にして下さい。 

※近郊で発疹が出る感染症（手足口病・水ぼうそう・溶連菌感染症）の罹患者が出ています。疑いのあるお子様が 
いた場合は、お迎え・通院をお願いするお電話をさせて頂きますのでご了承ください。 

○発疹の時の対応 

登園を控えるのが望ましい場合 
保育が可能な場

合 
保護者へ連絡するめやす 

・発熱と共に、発疹のあるとき。 

・今までになかった発疹が出て、感染症が疑われ、医

師より登園を控えるよう指示された時。 

・口内炎のため食事や水分が取れないとき。 

・とびひ（顔等で患部を覆えない時。浸出液が多く他

児への感染の恐れがあるとき。かゆみが強く手で患

部をかいてしまうとき） 

・受診の結果、感染

の恐れがないと診

断された時。 

・発疹が時間と共に増えたとき。 

・各種アレルギーによるアナフィラ

キシー 

食物摂取後、接触後、虫刺さ

れ後、薬疹など、アレルギーに

よるアナフィラキシー症状が出

現した場合。 

 

～年末年始の急病・受診について～ 

年末年始はほとんどの病院が休診となります。お子さまの急な発熱やけがに備え、かかり 

つけの病院や近くの救急病院の診療時間と休診日は事前に確認しておきましょう。また、 

帰省先の救急病院の情報も把握しておくことが大切です。夜間救急病院は、あくまでも救急 

患者さんが優先ですので、少しでも体調が思わしくないと感じたら、日中の病院の診療時間内 

に早めに受診することをお勧め致します。 

ほけんだより 1月号 

先日の発表会は練習してきた成果を発揮し、舞台上で一人ひとりが輝き、素敵な姿をみせてくれましたね。 

今シーズンの年末年始は新型コロナウイルス、オミクロン株の流行が心配ですね。ご自宅でゆっくり過ごす予定

のご家族も多いかと思います。ご家庭で安心・安全に過ごすため、家庭内でできる感染症対策で冬場の感染拡大を 

事前に抑え込みましょう！ 

くま組さんはＭＲ（麻疹風疹混合）ワクチンの接種を３月までに終了させることになっておりますのでお知らせ

致します。 


